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1. はじめに 

本研究では，次世代航空機エンジン材料として期待される SiC/SiC CMCの加速試験を，レーザ

で加熱することにより行うことを目指す．SiC/SiC CMCは現在用いられている Ni基合金と比較し

て高耐熱かつ軽量であり，航空機エンジンの高効率化に寄与するものとして期待されている．し

かし，その高温下での機械的特性には不明な点が多い．そこで本研究では，ファイバレーザとガ

ルバノスキャナを用いた加熱方法である Selective Laser Thermoregulation (SLT) 法(1)により試験片

を高温に加熱した状態で，引張試験が可能となる引張試験装置の開発を行う．  

2. SLT 法による加熱下での引張試験 

本研究では，試験片が 1400 ℃以上に加熱された状態で，最大 9800 Nの力で引張試験が可能な

引張試験装置を設計，製作した．実際に A5052の試験片を用いて引張試験を行い，引張試験装置

として問題ないことを確認した．更に，SUS304 の試験片を用いて SLT 法による加熱と同時に引

張試験を行った．図 1 に示すように試験片を 1200℃程度に加熱し，図 2 に示すように試験片を

加熱した状態で引張試験を行い，荷重の計測が可能であることを確認した．すなわち，SLT 法に

より高温に加熱された試験片についての引張試験が可能なシステムを構築することが出来た． 
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図 2 加熱試験中の試験片の様子 図 1 加熱時の試験片の温度の時間変化 
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